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◇世界一危険な浜岡原発を廃炉に、全国の原発をゼロに 
 ユニアカ２日目は、静岡県評の林克さんが、浜岡原発の危険性、再稼動させ

ることができない理由を、具体的な事例をもとに説明。「原発ゼロをめざす」

運動について、話していただきました。ようやく 

予想される東海地震の震源域の真上にある浜岡原発。地震による浜岡原発の

破壊で、飛び出した放射能は風にのり全国に広がります。浜岡原発を運営する

中部電力は、津波対策として 18ｍの堤防を急造しているが、福島の原発事故の

原因はまだ解明されていません。津波だけが問題だったのでしょうか？ 

天然ガス、自然・再生可能エネルギー・・・原発に変わるエネルギーはあります。再生可能エネルギ

ーは「技術開発」ではなく普及のための「政策」がもっとも重要です。 

 静岡では、世論の広がりから原発の「永久停止」に向け自治体が変化しています。幅広く結集する運

動で、国民的合意を拡げ浜岡原発廃炉、原発ゼロを現実のものとしましょう。 

 

 

 

 

 

「具体的な運動をどうしていくか？」「エネル

ギーの使い方、どう見直す？」「なくしていくた

めのよりよいアピールとは？」と、それぞれ班に

割り当てられたテーマをもとにワークショップ

を行ないました。 

マジメな回答に「へぇ」、おもしろ回答に爆笑

と、班それぞれの色が出た発表となりました。ま

ずは自分たちの日常生活から見直すことが大切

だとクールビズの実施、エアコン温度の設定など

をみんなで協力して行なうことが大切だとまと

まりました。 

 

◇ユニアカ参加者の声 
 

 

 

 

 

 

 

 

違う地域の人と日本の原発のことについて一緒に考えた

いと思って参加しました。 

青年協の幹事になり、全労連の企画に参加したことがない

のでたくさんの人とつながりを持ちたいと思って参加し

ました。浜岡原発もみたかった!! 

岐阜青年ユニオン 花村和歌子さん 

福保労 原彩子さん 
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◇ユニアカを終えて・・・参加者の感想◇ 
 

岩手でもセシウムが流れてきたが、そのおかげで瓦礫なども受け

入れが難しくなってきている。原発は命にかかわるものである

し、その命の保証は誰がしてくれるのか知りたい。 

いわて労連 小屋敷 智美

さん 

 

普段聞けない深い話が聞けて良かった。特に杵柄さんの話で自分の

生活すべてがかかっている人もいることを聞き、みんなが不安なく

生活できるよう、一刻も早く原発停止をしてもらいたいと感じまし

た。 秋田県労連 本庄雅俊さん 

原発について実際知らないことがやはり多く、防波壁など現場に

行って見て感じることでより深く学ぶことができました。お茶の

生産者さんの話は、自分は食品を扱っているので心に響きました。

  生協労連 青木俊樹 

岡山は原発があまり近くにないので「脱原発」ってはっきり言って人ごとでし

たが、今回参加して人ごとではいられないと感じた。現代にかかせない電気を

つくる過程を学んで、原子力に頼らなくてもいいように努力してくことが大事。

ただ「なくそう」だけでは納得できないけど、原発に代わる自然エネルギーを

普及させるための活動がしっかりされているのかなってちょっと疑問に思いま

した。     岡山県医労連 小野 知

子さん 

 

林さんの講演で原発なしで今年の夏を乗り切ってみせること、国

民全体の世論、運動により、国の方向性に影響を与えられるとい

うことを思いました、反対派・推進派の両意見を聞かなければと

思いました。こういう集まりを小規模な単位で各地で開催できた

らいいな。   茨城自治労連 横川博之 

岡村さんの案内で原発がある町での集会のこととか市民の意識がどうな

のかよくわかりました。エネルギー問題のこと、福島のことみんなの問題

なので深めていきたい。だれかの犠牲の上に成り立っている生活にならな

いように。杵柄さんのお茶のんでみたい！  岡山県医労連 平田加奈子 


